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2017 年 12 月 21 日 

＜「財政学」レポート：三井＞ 
 
3 年生以上でレポート提出を希望する者は下記の要領でレポートを提出しなさい。ただし、

以下の条件を満たさない場合、提出したレポートは成績評価の対象とはならない。 
 
＜レポートが評価対象となるための条件＞ 
レポートの点数を成績評価に加える前の成績が 100 点満点で 50 点以上かつ 60 点未満の場

合にのみ、提出されたレポートを評価の対象に加える。また、その場合のレポートの点数

を加えた成績の上限は 50 点である。 
 

記 
① テーマは講義の内容に関連したものであれば何でもよい。 
② レポートは「財政学」の学年末試験の解答用紙と一緒に提出する。 
③ 用紙は A4 を使用し、枚数は 5 枚以上かつ 10 枚以下とする。 
④ 書式は 1 枚 1200 字（＝40 字/行×30 行）とする。 
⑤ 原則的にワープロを使用する。自筆で読みにくい場合には減点される。 
⑥ 図書や論文などの文献を少なくとも２つ以上参考にする（推薦図書も参照）。 
⑦ レポートのタイトル、学籍番号、氏名、参考文献を明記した表紙をつける。 
⑧ ホームページなどを参照した場合はそのアドレスも表紙に明記する。 
⑨ レポートの満点は 10 点であり、オリジナリティーが高く評価される。 
⑩ ほとんど同じ内容のレポートが２つ以上あった場合、満点は半分になる。 
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